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事業名 確認
都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 約130 ha

平成 28 年度　～ 令和 2 年度 平成 28 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 平成27年度 令和2年度

％ 平成27年度 令和2年度

人 平成27年度 令和2年度３．駅周辺地区の帰宅困難者収容人数 実態調査による駅周辺地区の帰宅困難者収容人数

小目標③に対応し、大宮駅東口大門町２丁目中地区市街地再開
発事業におけるホール等が整備されることにより、帰宅困難者収
容施設が増加し、駅周辺の帰宅困難者収容人数の増加が図れる
ものと見込む。

3,070 4,170

１．駅周辺地区の回遊性・賑わい
アンケート調査により駅周辺の「賑わい」、「徒歩による移
動のしやすさ」に対して満足した人の割合

小目標①に対応し、大宮区役所新庁舎内の（仮称）ふれあいス
ペース、大宮駅東口大門町2丁目中地区市街地再開発事業にお
けるホール等の整備、都市利便増進施設を活用した賑わい創出
により駅周辺の利用者の増加を見込む。また、一の宮通りの整備
等により快適な歩行者空間を創出することで、回遊性のある賑わ
いの満足度の向上が図れるものと見込む。

40 66

２．駅周辺地区の低炭素まちづくり
アンケート調査により駅周辺の地球温暖化対策に対して満
足した人の割合

小目標②に対応し、低炭素建築物への取り組みや超小型モビリ
ティ導入の促進等により、駅周辺の低炭素まちづくりの満足度の
向上が図れるものと見込む。

5 51

大目標　高次都市機能の集積を通じた、おもてなしがあふれる東日本の交流拠点都市の創出
　小目標①　高次都市機能の集積と回遊性のある賑わいの創出
　小目標②　ハード・ソフトの連動による低炭素まちづくりの推進
　小目標③　駅周辺地域における総合的な都市防災力の強化

・大宮は氷川神社の門前町、中山道の宿場町として栄え、明治期には東北本線と高崎線との分岐点に大宮駅が設けられるなど、古くから基幹交通の要衝として発展してきた。現在も大宮駅は東北・上信越方面に向かう５方向の新幹線とJR在来線、私鉄
を含めて１３路線が乗り入れる全国有数のターミナル駅であり、駅周辺には商業・業務・行政機能などの施設が集積し、交通結節点としての特色を生かしたまちづくりが進められている。
・平成１３年の大宮市、浦和市、与野市合併（※平成１７年に岩槻市合併）によるさいたま市の誕生と平成１５年の政令指定都市への移行を契機に、広域的な交通利便性を持ち、都市機能が高度に集積している大宮駅周辺地域は、さいたま市を代表する
商業・業務地としてふさわしい広域的発展の核となる都市形成を図ることが期待されている。
・本地区では、第一期都市再生整備計画を大宮駅及びさいたま新都心周辺地区（平成１６年度～平成２０年度）として策定し、大宮駅周辺地区では、駅周辺地区の商業機能の拡充や歩いて楽しい歩行空間の整備を目的に、大宮駅西口第四土地区画整
理事業、地域資源を活用した緑と歴史空間の形成のため氷川参道の改良工事などの整備を行った。
・その後、平成２２年５月に「大宮駅周辺地域戦略ビジョン」を策定し、将来像として設定した「東日本の顔となるまち」、「おもてなし、あふれるまち」、「氷川の杜、継ぐまち」の実現の取り組みとして、大宮駅東口・西口地区の市街地再開発事業や関連する
まちづくり団体の発足などの民官協働のまちづくりを進めており、これらの個別のまちづくりの動きを総合的なまちづくりへと展開させることが求められている。
・また、平成２３年の東日本大震災では、大宮駅周辺において多数の帰宅困難者が発生するなどの混乱が生じたことを踏まえ、自然災害・都市災害への対策が求められている。
・さらに、平成２８年３月に改定された「首都圏広域地方計画」において、大宮は「東北圏・北陸圏・北海道連結首都圏対流拠点」として位置づけられ、東日本のネットワークの結節点として連携・交流機能の集積・強化を図るとともに、災害時のバックアップ
拠点機能の強化を図ることが求められており、平成２９年８月には都市再生緊急整備地域の指定も受けている。

① 広域的な拠点都市にふさわしい都市基盤や都市空間の整備に遅れが目立ち、大宮の都市規模や交通結節点のポテンシャルが活かし切れていない
② 社会環境や商業環境の変化に伴い、多様化する市民生活を支えるための「核」となる機能がまちなかに不足している
③ 駅から当地区、周辺にある多様な地域資源が活かしきれておらず、「大宮らしさ」を象徴する新たな魅力や価値を創出していく必要がある
④ 多数のまちづくり団体が活動し、教育施設の集積などが見られる大宮駅周辺地域では、民間の力を、まちづくりの推進にさらに活かしていく必要がある
⑤ 広域交通の拠点性の向上と地域内の快適な移動環境の実現を図る必要がある
⑥ 帰宅困難者対策や安全な市街地整備を通じた都市防災に対する防災拠点形成を図る必要がある
⑦ 地球環境（温暖化対策、ヒートアイランド現象の防止・生態系への配慮）や社会環境（少子高齢化）の変化に対応した持続的な発展を図る必要がある
⑧ グローバル社会にふさわしい都心活動（ビジネス・観光）と都市空間の形成を図る必要がある

・さいたま市総合振興計画（平成２６年４月改定）及び、さいたま市都市計画マスタープラン（平成２６年４月改定）において、本地区を高度で広域的な都市機能が集積し、多様な都市活動や市民生活の拠点となる「都心」として位置付け、都市機能の更新
と土地の合理的かつ健全な高度利用を推進している。
・また、さいたま市都市計画マスタープラン（平成２６年４月改定）において、国のグランドデザインのキーワードである「コンパクト＋ネットワーク」を踏まえ、本市の目指すべき将来の都市構造を「水と緑に囲まれた集約・ネットワーク型都市構造」とし、駅周
辺（都心、副都心、地域生活拠点）に都市機能を集積し、各拠点を公共交通ネットワークで接続するとともに、自動車交通に過度に依存しない、歩いて暮らせるまちや低炭素都市の実現を目指している。
・これら方針実現のため、大宮駅周辺地域戦略ビジョン（平成２２年５月策定）において、本地区の将来像を「東日本の顔となるまち」、「おもてなし、あふれるまち」、「氷川の杜、継ぐまち」と設定するとともに、さいたま市低炭素まちづくり計画（平成２６年７
月策定）において、大宮地区を新たな交通システムや歩くまちの推進、低炭素建築物の集積による低炭素化モデル事業の先導地区として位置づけている。
・さらに、首都圏広域地方計画、都市再生緊急整備地域の方針を踏まえ、①ビジネス機能の集積、②対流拠点機能の強化、③商都大宮の再生、 ④上質な住環境の育成、⑤交通結節機能の充実、⑥回遊機能の強化、⑦自動車交通の抑制、⑧風格あ
る駅前景観の形成、⑨強靭性を備えたまちづくりを整備方針（案）とする「大宮駅グランドセントラルステーション化構想」を検討している。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 埼玉県 さいたま市 大宮駅周辺地区

計画期間 交付期間 2



都市再生整備計画の整備方針等
計画区域の整備方針

その他

　・平成２８年１２月、大宮駅周辺地域戦略ビジョンの実現に向けて、産・官・学・民が広く連携しまちづくりを推進することを目的として、「一般社団法人アーバンデザインセンター大宮」が設立された。
　・平成２９年１０月、「一般社団法人アーバンデザインセンター大宮」を都市再生推進法人に指定した。

方針に合致する主要な事業
・都心にふさわしい行政機能の拡充及び歩行者回遊性の強化
大宮駅の東口において新たな商業・業務・行政機能などの高次都市機能（市街地再開発事業・行政機能等）の集積を進め、大宮駅周辺地区の拠点性の
更なる強化を図る。また、機能集積による効果を地域全体に波及させるために、歩道の整備・道路美装化を通じた、歩行者の回遊性を高める街路空間
の整備・高質化の取り組みを進める。さらに、大宮駅西口の市街地再開発事業・土地区画整理事業等、駅周辺の活性化につながる各種事業の取組み
を進める。

【基幹事業】
・地域生活基盤施設　地域防災施設　防災備蓄倉庫（大宮区役所新庁舎）
・高質空間形成施設　一の宮通り
・高次都市施設　地域交流センター　（仮称）ふれあいスペース（大宮区役所新庁舎）
・高次都市施設　地域交流センター　ホール等（大宮駅東口大門町２丁目中地区）
・滞在環境整備事業
【提案事業】
・地域創造支援事業　図書館（大宮区役所新庁舎）
・事業活用調査　大宮駅周辺ネットワーク検討
【関連事業】
・大宮駅グランドセントラルステーション化構想
・大宮区役所新庁舎整備事業
・桜木駐車場用地活用
・都市計画道路　氷川緑道西通線、桜木１号線、桜木２号線
・大宮駅東口大門町２丁目中地区第一種市街地再開発事業
・大宮駅西口第３－Ｂ地区第一種市街地再開発事業
・大宮駅西口第３－Ａ・Ｄ地区第一種市街地再開発事業
・大宮鐘塚Ｃ地区第一種市街地再開発事業
・大宮駅西口第四土地区画整理事業
・大宮停車場大成線
・氷川参道歩行者専用化
【協定制度等】
・都市利便増進施設を活用した賑わい創出

・低炭素化に資する建築物の集積、道路整備、交通施策、緑化施策の推進
低炭素まちづくりを推進するために、大宮区役所の再整備、市街地再開発事業における低炭素建築物への取り組みを実施しつつ、地区内の渋滞解消
や歩行空間・環境形成による歩くまちの推進により二酸化炭素排出量の低減につながる道路整備を進めていく。また、大宮駅周辺地区を含む地域にお
ける低炭素まちづくりを推進するための超小型モビリティの導入を促進する。

【基幹事業】
・高質空間形成施設　一の宮通り
【提案事業】
・地域創造支援事業　図書館（大宮区役所新庁舎）
・事業活用調査　大宮駅周辺ネットワーク検討
【関連事業】
・大宮駅グランドセントラルステーション化構想
・大宮区役所新庁舎整備事業
・都市計画道路　氷川緑道西通線、桜木１号線、桜木２号線
・大宮駅東口大門町２丁目中地区第一種市街地再開発事業
・大宮駅西口第３－Ｂ地区第一種市街地再開発事業
・大宮駅西口第３－Ａ・Ｄ地区第一種市街地再開発事業
・大宮鐘塚Ｃ地区第一種市街地再開発事業
・大宮駅西口第四土地区画整理事業
・大宮停車場大成線
・氷川参道歩行者専用化
・超小型モビリティ導入促進

・大宮駅周辺における都市防災力の強化
消防署等の周辺公共施設との連携を図りながら、大宮区役所の建て替えによる防災中核拠点としての機能の強化や災害時に活用できる外部空間の整
備、防災中核拠点である大宮区役所にアクセスする都市計画道路（氷川緑道西通線）の整備を行い、大宮駅周辺にとどまらない広域防災拠点の形成を
実現する。また、市街地再開発事業や土地区画整理事業を進めることで、都市災害に脆弱な老朽木造住宅が集積している地区の解消、都市基盤整備
について推進していく。

【基幹事業】
・地域生活基盤施設　地域防災施設　防災備蓄倉庫（大宮区役所新庁舎）
・高次都市施設　地域交流センター　ホール等（大宮駅東口大門町２丁目中地区）
【提案事業】
・地域創造支援事業　図書館（大宮区役所新庁舎）
・事業活用調査　大宮駅周辺ネットワーク検討
【関連事業】
・大宮駅グランドセントラルステーション化構想
・大宮区役所新庁舎整備事業
・都市計画道路　氷川緑道西通線、桜木１号線、桜木２号線
・大宮駅東口大門町２丁目中地区第一種市街地再開発事業
・大宮駅西口第３－Ｂ地区第一種市街地再開発事業
・大宮駅西口第３－Ａ・Ｄ地区第一種市街地再開発事業
・大宮鐘塚Ｃ地区第一種市街地再開発事業
・大宮駅西口第四土地区画整理事業
・大宮停車場大成線



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市再生整備計画事業）

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 広場

地域生活基盤施設 地域防災施設 さいたま市 直 A=135㎡ 28 30 28 30 55 55 55 - 55 －

高質空間形成施設 さいたま市 直 L=430ｍ 2 2 2 2 9 9 9 - 6 －

高次都市施設 さいたま市 直 A=747㎡ 28 30 28 30 308 308 308 - 308 －

高次都市施設 さいたま市 直 A=1,408㎡ 30 2 30 2 3,142 3,142 3,142 - 3,000 －

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 3,514 3,514 3,514 0 3,369 - …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

さいたま市 直 A=4,244㎡ 28 30 28 30 1,744 1,744 1,744 - 1,744

さいたま市 直 － 30 2 30 2 51 51 51 - 51

合計 1,796 1,796 1,796 0 1,796 …B

合計(A+B) 5,165
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

さいたま市 － － － － － － － － －

さいたま市 － A=2.7ha － － － － － － －

さいたま市 国土交通省 L=700m ○ 20 1 7,240

さいたま市 国土交通省 L=315m ○ 26 6 12,326

さいたま市 国土交通省 L=30m ○ 28 3 705

さいたま市 国土交通省 L=80m ○ 28 3 623

さいたま市 － A=0.7ha ○ ○ 28 30 10,498

再開発組合 国土交通省 A=1.4ha ○ 27 4 62,014

再開発組合 国土交通省 A=1.3ha ○ 28 6 37,209

再開発組合（予定） 国土交通省（予定） A=1.5ha ○ － － －

個人 － A=0.5ha ○ － － －

さいたま市 国土交通省 A=9.68ha ○ 7 5 22,880

さいたま市 － － － － － － － － －

さいたま市 － L=450m － － － － － － －

さいたま市 － － － － － － － － －

合計 153,495

超小型モビリティ導入促進 －

連携生活拠点誘導施設

住宅市街地
総合整備
事業

交付対象事業費 5,164.8 交付限度額

細項目
事業

1,871.6 国費率 0.362

交付期間内事業期間
事業箇所名 直／間 規模

（参考）事業期間
事業主体

一の宮通り

防災備蓄倉庫（大宮区役所新庁舎）

（仮称）ふれあいスペース（大宮区役所新庁舎）

ホール等（大宮駅東口大門町２丁目中地区）

地域創造支援事業 図書館 大宮区役所新庁舎

規模事業 事業箇所名 事業主体 直／間

事業箇所名 事業主体 規模

事業活用調査

まちづくり活動推進事業

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費所管省庁名

大宮駅周辺ネットワーク検討 大宮駅周辺

大宮駅グランドセントラルステーション化構想 －

大宮停車場大成線 大宮停車場大成線

都市計画道路　氷川緑道西通線

大宮駅西口第３－Ａ・Ｄ地区第一種市街地再開発事業

桜木駐車場用地

南区間

北区間

桜木２号線

事業

大宮駅西口第３－Ｂ地区

大宮駅西口第四地区

大宮駅西口第３－Ａ・Ｄ地区

桜木駐車場用地活用

都市計画道路　桜木１号線

都市計画道路　桜木２号線

桜木１号線

氷川参道歩行者専用化 氷川参道

大宮区役所新庁舎整備事業 大宮区役所新庁舎

大宮駅西口第３－Ｂ地区第一種市街地再開発事業

大宮駅西口第四土地区画整理事業

大宮鐘塚Ｃ地区第一種市街地再開発事業

大宮駅東口大門町２丁目中地区第一種市街地再開発事業 大宮駅東口大門町２丁目中地区

大宮鐘塚Ｃ地区



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（まちなかウォーカブル推進事業） 様式（１）-④-３

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路

公園

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設

土地区画整理事業

市街地再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

街なみ環境整備事業

滞在環境整備事業 さいたま市 直 A=17ha 2 2 2 2 4 4 4 - 4 -

合計 4 4 4 0 4 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0 0 0 0 0 …B

合計(A+B) 4
（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

交付対象事業費 4 交付限度額 2 国費率 0.5

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

既存建造物活用事業

氷川緑道西通線

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業活用調
査

規模
（いずれかに○）

まちづくり活
動推進事業

事業期間
全体事業費事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費



協定制度等の取り組み

官民連携によるエリアマネジメント方針等

道路占用許可
特例（都市再
生特別措置法
46条10項）

都市再生整備
歩行者経路協
定（都市再生
特別措置法46
条14項）

都市利便増進
協定（都市再
生特別措置法
46条15項）

河川敷地占用
許可（河川敷
地占用許可準
則22）

1

●パブリックスペースを活用した賑わい増進施設の整備・管理
都市再生推進法人が中心となって以下に取り組む。
・大宮駅東口駅前おもてなし公共施設（OM TERRACE）におけ
る既存休憩スペース利活用時の管理を行う。
・大宮駅東口駅前おもてなし公共施設（OM TERRACE）におけ
る既存休憩スペースを飲食・購買を伴うイベントに活用できる
よう、関係設備の整備・管理を行う。
・大宮駅東口駅前おもてなし公共施設（OM TERRACE）におけ
る既存休憩スペース等を活用した賑わい創出事業を運営す
る。

駅前のパブリックスペースの積極的な有効
活用により、ターミナル駅である大宮駅周辺
の賑わい創出および駅周辺利用者の回遊
行動の誘発を図る。

H29～R2

・一般社団法人アーバ
ンデザインセンター大
宮（都市再生推進法
人）

○

活用する制度
事
業
番
号

事業 事業の目的/事業によって解決される課題 事業期間 事業主体（占用主体）



制度別詳細4（都市利便増進協定に関する事項）　都市再生特別措置法46条15項

事業期間 取り組み主体 活用する制度の詳細

1 パブリックスペースを活用した賑わい増進施設の整備・管理 H29～R2
・一般社団法人アーバンデ
ザインセンター大宮（都市
再生推進法人）

制度の活用計画

事業内容

1. 協定締結者
　・一般社団法人アーバンデザインセンター大宮（都市再生推進法人）
　・さいたま市（土地建物所有者）

2. 都市利便増進施設の一体的な整備又は管理が必要と認められる区域
　・次ページ赤枠の範囲

3. 協定の内容
(1)協定の目的となる都市利便増進施設
　・大宮駅東口駅前おもてなし公共施設（OM TERRACE）における既存休憩スペース
　・大宮駅東口駅前おもてなし公共施設（OM TERRACE）における既存休憩スペースを活用した
賑わい創出事業のための設備一式

(2)費用負担
　・都市再生推進法人が既存休憩スペースの賑わい創出事業を運営し、その収益の一部を所有
者に還元する。

(3)都市利便増進施設の整備・管理の方法
　・都市再生推進法人が中心となって、大宮駅東口駅前おもてなし公共施設（OM TERRACE）に
おける既存休憩スペース利活用時の管理を行う。
　・都市再生推進法人が中心となって、大宮駅東口駅前おもてなし公共施設（OM TERRACE）に
おける既存休憩スペースを飲食・購買を伴うイベントに活用できるよう、関係設備の整備・管理を
行う。
　・都市再生推進法人が得た収益を、賑わい創出事業の運営に必要な諸施設の整備・維持管理
費用に充当する。



制度別詳細4-1（都市利便増進協定に関する事項）

制度別詳細【都市利便増進協定】

制度を活用して整備・設置する予定の施設等配置を示す地図および設置イメージ

1F部分平面図既存の休憩施設（OM TERRACE）屋上平面図

既存休憩施設 大宮駅東口駅前おもてなし公共施設（OM TERRACE）屋上 位置図

都市利便増進施設の一体的な整備又は管理が必要と認められる区域

賑わい創出事業に供する範囲
※ただし1F南面のスペースは各種設備等の保管スペースとして利用する

大宮駅東口駅前おもてなし公共施設

（OM TERRACE）現況写真

北面より撮影

大宮駅東口駅前おもてなし公共施設

（OM TERRACE）屋上上空写真

北西上空より撮影

Photo by Takumi OtaPhoto by Takumi Ota



制度別詳細4-2（都市利便増進協定に関する事項）



都市再生整備計画の区域

　大宮駅周辺地区（埼玉県さいたま市） 面積 約130 ha 区域
桜木町1・2丁目、上落合9丁目、吉敷町1丁目、下町1－3丁目、仲町1－3丁
目、大門町1－3丁目、宮町1丁目の全部と、桜木町3・4丁目、上落合8丁目、
大成町1丁目、吉敷町2丁目、宮町2丁目、高鼻町1丁目、錦町の一部

※都市計画図はH29.3時点



1.駅周辺地区の回遊性・賑わい （　％　） 40 （H27年度） → 66 （R2年度）

2.駅周辺地区の低炭素まちづくり （　％　） 5 （H27年度） → 51 （R2年度）
3.駅周辺地区の帰宅困難者収容人数 （　人　） 3,070 （H27年度） → 4,170 （R2年度）

　大宮駅周辺地区（埼玉県さいたま市）　整備方針概要図

目標
高次都市機能の集積を通じた、

おもてなしがあふれる東日本の交流拠点都市の創出
代表的な
指標

大
宮
駅

国
道
17
号

氷
川
参
道
■基幹事業【高質空間形成施設】
・一の宮通り

■基幹事業【高次都市施設】
・地域交流センター
ホール等

○関連事業【再開発】
・大宮駅東口大門町２丁目中地区

○関連事業
・大宮区役所新庁舎整備事業

■基幹事業
【地域生活基盤施設】
・地域防災施設 防災備蓄倉庫
【高次都市施設】
・地域交流センター
（仮称）ふれあいスペース

□提案事業【地域創造支援事業】
・図書館

○関連事業
・氷川参道歩行者専用化

○関連事業
・桜木駐車場用地活用

○関連事業【再開発】
・大宮駅西口第３－Ｂ地区

○関連事業【再開発】
・大宮駅西口第３－Ａ・Ｄ地区

○関連事業
・大宮停車場大成線

○関連事業【区画整理】
・大宮駅西口第四地区

○関連事業
・大宮駅グランドセントラル
ステーション化構想
(ターミナル街区)

○関連事業【道路】
・桜木１号線

○関連事業【道路】
・桜木２号線

○関連事業
・超小型モビリティ導入促進

□提案事業【事業活用調査】
・大宮駅周辺ネットワーク検討

○関連事業【再開発】
・大宮鐘塚Ｃ地区

計画区域

緊急整備地域

低炭素区域

基幹事業

提案事業

関連事業

都市利便増進

協定区域

ウォーカブル推進事業

凡 例

都市利便増進協定区域
拡大図

■基幹事業【滞在環境整備事業】
・都市計画道路 氷川緑道西通線

○関連事業【都市総・道路】
・都市計画道路 氷川緑道西通線

・都市計画道路 氷川緑道西通線
約17ha
・都市計画道路 氷川緑道西通線
約17ha


